


機能的MRIにより、リアルタイムでの脳の活性状態の映像化が可

能になっている。 また空間分機能、撮影時間の大幅な改善がな
されている。





M(核磁化)∝N0(水素原子濃度）
∝N0(x,y,z) (MRI)

2 次元核磁化分布のFID 信号．M(x, y) は面内の核磁化分布．
gx は x 方向の線形磁場勾配.





2 次元核磁化分布のFID 信号．M(x, y) は面内の核磁化分布．
gx は x 方向の線形磁場勾配.





M(x)

|’(t, x)>= exp｛iIz[Gxx(t-2τ)｝exp[(iIzΔω0(t-τ)]
exp(iIxπ)exp[iIz(Δω0τ]|Iy=M(x)>

<’(t, x)|Iy|’(t, x)>= M(x)cos [Δω0(t-2τ)] cos[Gxx(t-2τ)]

観測されるスピンエコー：(t >2)

M(t)=M(x)cos[Gxx(t-2τ)]dx・ exp｛-[t - 2]/T2*｝



X
X = -a    X=0    X = a


＝(B0 - Gxa)   ＝B0    ＝(B0 + Gxa)

1辺の長さ 2a の正方形で、厚み b の直方体

で、核スピン磁化が単位体積あたり、密度が M0 の試料

B0

MRIレポート２

下記のように、X軸方向の磁場勾配下にあるテスト試料のπ/2パルス後の核磁化の時間

変化を求めよ。



X
X = -a    X=0    X = a


＝(B0 - Gxa)   ＝B0    ＝(B0 + Gxa)

B0

MRIレポート３

下記のように、XーY面内の磁場勾配G=(Gx,Gy)下にあるテスト試料のπ/2パルス後の核

磁化の時間変化を求めよ。また、得られる周波数分布スペクトルを模式的に描け。

1辺の長さ 2a の正方形で、厚み b の直方体で、
核スピン磁化が単位体積あたり、密度が M0 の試料

G=(Gx,Gy)


